
　

国
民
年
金
制
度
が
支
給
す
る
年

金
は
、老
後
の
生
活
を
支
え
る「
老

齢
基
礎
年
金
」
だ
け
で
は
な
く
、

病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
き
に
受
給
で
き
る

「
障
害
基
礎
年
金
」
や
一
家
の
働

き
手
に
先
だ
た
れ
た
と
き
に
受
け

ら
れ
る
「
遺
族
基
礎
年
金
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年
金
を

受
給
す
る
た
め
の
条
件
に
年
金
保

険
料
の
納
付
要
件
が
あ
り
ま
す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
原
則
と
し
て

最
低
25
年
の
受
給
資
格
期
間
が
必

要
で
す
し
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
に
つ
い
て
も
、
定
め

ら
れ
た
期
間
の
保
険
料
を
納
付
し

て
い
る
こ
と
が
受
給
条
件
の
ひ
と

つ
に
な
り
ま
す
。
老
齢
に
な
っ
た

と
き
の
年
金
だ
け
で
な
く
、
万
が

一
の
と
き
に
備
え
る
た
め
に
も
年

金
保
険
料
は
、
期
限
内
に
忘
れ
ず

納
め
ま
し
ょ
う
。
事
情
に
よ
り
保

険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
保

険
料
の
免
除
申
請
と
い
う
手
続
も

あ
り
ま
す
。（
随
時
受
付
中
。
申

請
者
等
の
所
得
に
つ
い
て
の
条
件

あ
り
。）
ま
た
、
今
年
度
の
学
生

の
納
付
特
例
申
請
は
４
月
中
ま
で

受
付
で
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
手
続

き
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
急
ぎ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
・
年
金
課

　
　
（
内
線
１
５
７
・
１
５
９
）

　

少
子
化
お
よ
び
父
子
家
庭
等
対

策
の
一
環
と
し
て
、
大
洗
町
独
自

の
支
援
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
多
子
家
庭
支
援
】

　

平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
第
３
子
以
降
の
子
が
小
学

校
に
入
学
す
る
際
に
、
最
高
10
万

円
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

申
請
期
間
／
随
時

【
父
子
家
庭
等
支
援
】

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
母

と
生
計
を
異
に
し
て
い
る
６
歳
未

満
の
子
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、

商
品
券
（
町
内
有
効
）
を
毎
年
支

給
す
る
制
度
で
す
。

年
額
面
／
第
１
子　

５
万
円

第
２
子
以
降　

２
万
５
千
円

申
請
期
間
／
随
時
。
た
だ
し
、
平

成
19
年
度
分
か
ら
支
給
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
４
月
１
日
（
火
）
ま

で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。（
住
民

登
録
な
ど
制
約
あ
り
）

※
該
当
し
て
い
て
も
、
申
請
し
な

い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

受
付
・
問
合
せ
／
福
祉
課
子
育
て

支
援
係
（
内
線
１
５
３
）

　

平
成
20
年
度
の
固
定
資
産
税
台

帳
の
縦
覧
・
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

　

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
る
方
の
基

準
な
ど
詳
細
は
固
定
資
産
税
係
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

◆
縦
覧

期
間
／
４
月
１
日
（
火
）
〜
４
月

30
日
（
水
）
９
時
〜
17
時
30
分

場
所
／
税
務
課

対
象
者
／
町
内
の
土
地
・
家
屋
の

固
定
資
産
税
の
納
税
者
及
び
代
理

人用
意
す
る
も
の
／
印
鑑
、
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の

※
代
理
人
は
、
納
税
者
本
人
の
委

任
状
が
必
要
で
す
。

◆
閲
覧

期
間
／
４
月
１
日
〜
閉
庁
日
を
除

く
毎
日　

９
時
〜
17
時
30
分

場
所
／
税
務
課

対
象
者
／
町
内
の
土
地
・
家
屋
の

所
有
者
、
借
地
・
借
家
人
及
び
代

理
人

用
意
す
る
も
の
／
印
鑑
、
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の

※
借
地
・
借
家
人
は
、
賃
貸
契
約

書
や
賃
貸
借
料
の
支
払
い
明
細

書
な
ど
の
提
示
が
必
要
で
す
。

※
代
理
人
は
、
所
有
者
、
借
地
・

借
家
人
本
人
自
筆
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
４
５
）
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国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う

浜
っ
子
す
こ
や
か

報
奨
金
制
度

固
定
資
産
税
台
帳
の

縦
覧
・
閲
覧

　医療福祉費（通称：マル福）制度は、対象となる皆さ
まの医療費の負担を軽くして、安心して医療が受けられ
るよう医療費の一部を町（県が半額補助）が助成する制
度です。さらに、大洗町では独自に、乳幼児についての
医療費自己負担金及び入院時食事療養費標準負担額を助
成しています。

※いずれについても対象者等に所得制限があります。な
お、食事療養費の請求及び県外で受診された場合は、
窓口での申請（領収書・印鑑）が必要です。
問合せ／国保・年金課（内線158）

医療福祉費制度のお知らせ

　　　　　対象者又は対象となる期間

妊娠届出日（母子健康手帳交付日）の月の初日か
ら出産の翌月末日まで

出生日から6歳到達後の最初の３月末日まで

子が18歳になる学年末まで（重度障害の場合及
び高校に在学している場合は20歳まで）

身体障害者手帳1・2級（3級の内部障害）、療育
手帳A以上、障害年金１級などに該当の方

マル福項目

妊産婦

乳幼児

母子家庭
父子家庭

重度心身
障害者

　住民基本台帳ネットワークシステムの機器更改に伴い、下
記の業務は受付できなくなりますので、ご協力をお願いいた
します。
　なお、住民票の発行や転入、転出、婚姻、死亡、出生届な
どの一般的な業務は通常どおり行います。
停止期間／3月17日（月）～19日（水）
停止業務／住基カード、広域住民票及び電子証明書の交付申請
問合わせ／住民課　内線112・113

住基ネットシステムの機器更改に伴う証明書等の交付停止

●お詫びと訂正　「広報おおあらい」2月号12ページに掲載した「旧おかめ旅館が国の有形文化財
として登録されました」の記事中、大橋紹子さんの「紹」を「詔」と訂正してお詫びいたします。



　

生
活
排
水
に
よ
る
水
質
汚
濁
を

防
ぐ
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
ご
家
庭
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

補
助
区
域
／
町
内
全
域
（
下
水
道

事
業
認
可
区
域
ま
た
は
し
尿
処
理

施
設
が
あ
る
区
域
は
除
く
）

　

な
お
、
涸
沼
流
域
の
区
域
に

あ
っ
て
は
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の

み
を
対
象
と
す
る

対
象
／
専
用
住
宅
（
主
に
居
住
を

目
的
と
し
た
住
宅
）

補
助
基
数
／
21
基
（
予
定
）

申
請
受
付
／
４
月
１
日
〜
12
月
末

問
合
せ
／
生
活
環
境
課

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
４
３
）

　

経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難

な
、優
良
な
生
徒
・
学
生
に
対
し
、

奨
学
資
金
の
給
付
、
貸
付
を
行
い

ま
す
。

資
格
／
町
内
在
住
１
年
以
上
の
方

の
お
子
さ
ん
で
、
４
月
か
ら
高
等

学
校
（
国
立
高
等
専
門
学
校
を
含

む
）・
大
学
に
入
学
さ
れ
る
方

奨
学
金
額
／

高
校
（
高
専
）
生　

　

月
額
９
千
円
（
返
還
な
し
）

大
学
生　
　
　
　
　

　

月
額
４
万
円
（
全
額
返
還
）

募
集
人
数
／
（
予
定
）

高
校
生
10
人
・
大
学
生
４
人

受
付
期
間
／
３
月
19
日
（
水
）
〜

４
月
９
日
（
水
）

※
必
要
な
書
類
は
、
学
校
教
育
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
５
２
）

　

入
所
希
望
の
方
は
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
福
祉
課
で

申
込
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

◆
入
所
基
準

①
保
護
者
が
働
い
て
い
る

②
保
護
者
が
妊
娠
、
出
産
、
病
気

商
工
観
光
課
又
は
観
光
協
会
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。）

応
募
資
格
／
町
内
在
住
に
て
観
光

案
内
活
動
の
出
来
る
方
。（
土
、

日
を
含
む
）
研
修
会
や
観
光
事
業

に
参
加
で
き
る
方
。

問
合
せ
／
大
洗
町
観
光
協
会

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
０
７
８
８

　

平
成
20
年
度
の
町
民
野
球
大
会

の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
予
定
チ
ー
ム
は
、
大
洗
野
球

連
盟
に
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
度
登
録
を
し
て
い

る
チ
ー
ム
に
は
、
登
録
用
紙
を
送

付
い
た
し
ま
す
。

登
録
料
／
１
万
円

登
録
期
限
／
３
月
31
日
（
月
）

申
込
み
・
問
合
せ
／
上
下
水
道
課

　
　
　
　

小
沼
（
内
線
３
２
１
）

日
時
／
４
月
21
日
（
月
）

場
所
／
大
洗
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

プ
レ
ー
費
／
１
０
、０
０
０
円

参
加
費
／
１
、０
０
０
円

※
食
事
代
は
含
み
ま
せ
ん
。

対
象
／
大
洗
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
方（
平
成
20
年
４
月
３
日
現
在
）

定
員
／
１
８
０
人

☆
先
着
順
に
よ
り
定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
。

応
募
期
間
／
４
月
３
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
４
日
（
金
）

受
付
時
間
／
８
時
30
分
〜

申
込
み
／
生
涯
学
習
課
へ
直
接

（
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
り
）

☆
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
受
付
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

☆
組
単
位
で
の
申
込
可（
た
だ
し
、

一
人
一
組
）

※
今
回
か
ら
参
加
費
を
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
組
単
位
の
申
込

み
は
、
一
人
一
組
と
し
ま
す
の

で
ご
了
承
下
さ
い
。

主
催
／
大
洗
町

共
催
／
夢
ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
大
洗
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

休
室
日
／
毎
週
月
曜
日

※
３
月
７
日
〜
９
日
は
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
よ
り
休
室

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

16
時
30
分

新
着
本
／
「
犬
身
」松
浦
理
英
子 

著

／
「
つ
く
も
が
み
貸
し
ま
す
」
畠

中
恵 

著

お
よ
び
心
身
に
障
害
を
持
っ
て

い
る

③
保
護
者
が
常
時
病
人
の
介
護
を

し
て
い
る

④
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
で
児
童

の
保
育
が
で
き
な
い
等

◆
募
集
保
育
所
（
保
育
園
）

　

第
一
保
育
所

　
　

☎
（
２
６
７
）
２
３
６
７

　

滝
口
保
育
園

　
　

☎
（
２
６
６
）
３
２
８
８

※
随
時
見
学
可
能
で
す
。
事
前
に

各
保
育
所
（
保
育
園
）
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
保
育
料
は
、
世
帯
の
所
得
状
況

や
児
童
の
年
齢
等
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
な
お
、
諸
経
費
は
施

設
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
５
４
）

　

観
光
に
訪
れ
る
お
客
様
を
対
象

に
町
内
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
や

観
光
施
設
な
ど
の
案
内
紹
介
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
楽
し
く
気

軽
に
出
来
る
方
を
募
集
い
た
し
ま

す
。

申
込
み
方
法
／
申
込
書
持
参
の

上
、
観
光
協
会
窓
口
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
申
込
用
紙
は
町

（9）　広報おおあらい　2008.3.4

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補

助
金
交
付
申
請
に
つ
い
て

保
育
所
・
保
育
園
の

入
所
申
込
再
募
集

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
洗

の
募
集

町
民
野
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

第
12
回
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

876,000円

1,219,000円

1,719,000円

664,000円

702,000円

752,000円

294,000円

342,000円

459,000円

５人槽

６、７人槽

８～10人槽

限度額

高度処理型（NP型）

限度額

高度処理型（N型）

限度額

通常型
人槽区分

平
成
20
年
度

大
洗
町
奨
学
生
募
集

図
書
室



　

全
国
か
ら
選
手
約
３
０
０
名
、

53
チ
ー
ム
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
大
洗
町
か
ら
も
夢
ｔ
ｏ
ｗ
ｎ

大
洗
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
協
力
に

よ
り
、
団
体
体
操
の
部
に
３
チ
ー

ム
（
磯
浜
小
・
大
貫
小
・
夏
海
小
）

が
出
場
し
ま
す
。

◆
開
会
式
／
３
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　
　

17
時
〜

会
場
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
団
体
体
操
／
３
月
27
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
15
時

会
場
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

◆
体
操
競
技
／
３
月
27
日
（
木
）

・
28
日
（
金
）
９
時
〜
15
時

会
場
／
大
洗
町
総
合
運
動
公
園
体
育
館

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
（
２
６
７
）
０
２
３
０

相
談
日
／
４
月
４
日
（
金
）

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

☎
（
２
６
６
）
３
０
２
１
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曜

日

日

水

木

日

16

23

26

27

一般無料
一般無料

一般無料
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催　事　内　容
●大洗文化センター●　　　☎266-2442
月

3

定期演奏会（マーチングバンドクレージュ）
ふるさと大洗民謡大会（大洗本場磯節保存会）

全国体操小学生大会

入場方法開催場所開始時間

今 月 の

期
納

町の人口と世帯
（1月末現在）

人 口 18,666人
 男　　 9,230人
 女　　 9,436人
世帯数　 6,844世帯 
転入　 20人 転出　 49人
出生　 19人 死亡　 20人

３月末に納期がくるも
のはありません。
確定申告と町・県民税
申告は３月17日（月）
までです。

３月21日（金）
午後7時開演
３月26日（水）
午後7時開演
３月28日（金）
午後7時開演

パスカル・ドゥヴァイヨン
（ピアノ）
クシシュトフ・ヤブウォンスキ
（ピアノ）
ザハール・ブロン
（ヴァイオリン）

茨城県教育研修センター
大会議室

笠間公民館　大ホール

笠間公民館　大ホール

開催日 出演者 会　場

第4回クールシュヴェール国際音楽アカデミーinかさま（笠間市）
開催期間／平成20年3月21日（金）～3月30日（日）
レッスン会場／茨城県教育研修センター（笠間市平町1410）
講師コンサート／アカデミーに講師として参加している世界トップクラ
スの演奏家によるコンサートを、期間中3回開催します。

問合せ先／クールシュヴェール国際音楽アカデミーin
　　　　　かさま実行委員会事務局　☎0296-77-1101

八重桜まつり（那珂市）
　日本のさくら100選に選ばれた「静峰ふるさと公園」。約12ヘクタ
ールの広々とした園内に約2,100本の八重桜が植えられています。八
重桜の開花に合わせて「八重桜まつり」を開催し、各種イベントや夜桜
ライトアップなどを実施します。
日時／4月19日から5月5日まで
場所／静峰ふるさと公園（那珂市静1720番地1）

問合せ／那珂市役所 経済環境部 経済課 商工観光室
　　　　☎029-298-1111（内線238）

第20回東海さくらまつり（東海村）
　4月1日（火）から20日（日）まで、「第20回東海さくらまつり」
を開催します。約200本のソメイヨシノが皆さんのご来場をお待ち
しています。また、日没後は“あんどん”や“ぼんぼり”によるライ
トアップも行われます。
場所／阿漕ヶ浦公園（JR東海駅からバスで20分、国道245号線沿い）
ライトアップの時間／日没～午後９時
イベント日／4月5日（土）・6日（日）は、キャラクターショー、
　　　　　　演芸大会など
問合せ／東海村観光協会　☎029-282-1711（内線1438）

涸沼自然公園〈キャンプ場〉（茨城町）
　涸沼のほとりの自然を丸ごとアウトドア施設にした公園です。
利用期間／4月25日（金）～10月31日（金）
　　　　　※3月1日より予約受付開始
料金／・オートキャンプ場（56区画）　　　1区画　5,000円
　　　・テントサイト（最大200張）　テント1張　2,000円
　　　・タープ1張　　　　　　　　　　　1,000円
　　　・バーベキュー炉（6炉）　　1炉　1,500円
　　　・バーベキュー利用（道具持込）1人　100円（５歳以上）
　　　　人員割使用料200円（5歳～15歳100円）が別にかかります。
　　　　直火は禁止です。
問合せ／茨城町役場商工観光課　　☎029-292-1111（内線221）
　　　　涸沼自然公園管理事務所　☎029-293-7441

心
配
ご
と
相
談

学びの交流ガイドブック
「三人よれば文殊塾」へ登録を！！
　『三人よれば文殊塾』は、難しいことを子ども達に教えるも
のではありません。自分がやっていて楽しい事、子ども達と
一緒にしたい・伝えたいと思った事がありましたら、気軽に
登録して下さい。学校や地域で子ども達と一緒に活動し、生
きがいを感じてみませんか！
　登録者の方々には、「たいけんの実」で募集している大洗町
体験活動交流センター事業
や、放課後子どもプランの
ボランティア指導をいただ
いています。
問合せ・登録先／生涯学習課
☎267-0230

お菓子づくり

第
８
回
全
国
体
操

小
学
生
大
会
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２月の行事予定

○高年者向け健康体操教室（有料）
日　時／２月16日（土）
　　　　10：30～12：00
場　所／中央公民館視聴覚室

TEL 029-266-3322　　FAX 029-267-5417
E-mail umi@anco-oarai.org　　URL http://www.anco-oarai.org

大洗海の大学　とっておきカリキュラム大洗海の大学　とっておきカリキュラム大洗海の大学　とっておきカリキュラム大洗海の大学　とっておきカリキュラム

　大洗海の大学には、本校と分校があります。本校で開催する教室は、
日程が決まっていて予約制です。分校は、大洗リゾートアウトレットの
「海賊の館」にあります。基本的に土曜日と日曜日に開催しています。
開催時間は10時30分から15時までで、時間内であればいつでも参加で
きます。教室の内容は、「海藻エキス入り無添加石けんづくり」や石に
絵を描く「ストーンアート」、「海藻押し葉」、「貝がらロウソクづく
り」、「絵てがみ」、「ちぎり絵」など浜辺のアートを作成します。大洗町
民や大学生の方々の協力を得て教室を運営しています。参加費は、300
円です。
　30分程度で作品が仕上がりますので、小さな子供から大人まで気軽に
参加できます。今後も新たな展開をしていきますので、海のアートに興
味のある方がいらっしゃいましたらご連絡下さい。ぜひ、一緒に大洗の
良さを再発見し、楽しい分校を大洗の発信基地にしていきませんか。

分　　校分　　校

本校カリキュラム

夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ！夢town大洗スポーツクラブからのお知らせ！

夢town大洗スポーツクラブ事務局

大洗町成田町1626　　TEL・FAX　267-1515

受付時間／火曜日から土曜日　８：30～17：00

∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬∬

３月

ボランティアの大学生

親子で石けんづくり

「水族館ナイト探検｣３月８日（土）／「旬の魚料理教室」３月15日（土）／
「水浜電車を訪ねて～歴史探訪」３月16日（日）／「貝あわせ教室」３月
26日（水）

全員が滑れるようになりました「子どもスキー教室」
　2月23日（土）、24日（日）、猪苗代スキー場で1泊2日の
「子どもスキー教室」を開催しました。当日はあいにくの吹
雪でしたが、町体育協会スキー部公認指導員の方々の指導の
もと、参加した町内の小学6年生39名は、吹雪にも負けずしっ
かりと技術を学び全員が上手に滑れるようになりました。

※平成20年度の夢town大洗スポーツクラブ新規会員を募集
します。色々なイベント・教室等を開催しますので、是非
ご入会下さい。
　詳しくは、夢town大洗スポーツクラブ事務局までお問い合
わせ下さい。
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　2月1日（金）、茨城県立県民文化センターにお
いて、平成19年度茨城県食育実践大会が開催さ
れ、「家族でいっしょにいただきますメッセージ」
ぷらざ茨城賞に第一中学校3年磯崎智尋さんの作
品が選ばれました。
　―お母さんへ―
　「お母さんのみそ汁で　エネルギータンク
　　　　　　　　　　　　　満タンです！」
☆みなさんも家族や
友人と一緒に食卓
を囲み、コミュニ
ケーションをとり
ながら食事を楽し
みましょう。

ことは、一層私には大きな喜びでした。
　講演会では、毛利さんが子ども達の席へ直接足を運び、
発言を求めるような場がたくさんあり、身近にやり取りす
る中で子ども達は素晴らしい感動を覚えたことでしょう。
毛利さんからは地球温暖化の問題について、今こそ世界的
な取り組みを強めていかなければならない環境にあること
や、人間がどう生きていくかということも含めて生態系へ
の影響、そして、環境を壊すことも人間であり、それを改
善修復することも人間の力である。だから科学というもの
は人間が生きていくために振興されて行かなければならな
いものである。といったお話しをいただきました。「科学す
る心」という言葉を我々は常日頃口にすることが多いけれ
ども、その心とはどういう心なのか、改めて毛利さんのお
話を伺いながら感じさせられました。毛利さんがスペース
シャトルで飛行した時のお話の中で、無重力の状態におけ
る体の変化について問われたところ、南中学校の生徒が的
確に答えられて毛利さんから称賛されました。きっとその
生徒にとって大きな自信につながっていくことでしょう。
　わくわく科学館には、毛利さんとともに宇宙に旅した桜
の木が根付いております。桜の成長とともに、今回の講演
が多くの子ども達に活かされて、わが町からたくさんの科
学者や毛利さんのような宇宙飛行士を目指していく子ども
達が生まれてくることを大いに期待するものです。

十
代
の
夢
と
希
望
の
た
め
に

　三月に入り、木々の芽も膨らみ春の息吹を
感じる季節となりました。
　さて、過日わが町に、宇宙飛行士で日本科
学未来館館長の毛利衛さんにおいでいただい
て講演会を開催いたしました。私が毛利さん
と初めてお会いしたのは、公私共に大変お世
話になっていました科学技術振興財団の沖村
理事長の案内で、日本科学未来館がオープン
する直前を視察させていただいた時のことで
でした。毛利さんから科学に対する熱い思い
を伺った時から、「ぜひ大洗の子ども達に一
度毛利さんのお話を聞かせてあげたい」とい
う思いをずっと持ち続け講演依頼をしてまい
りました。そのことが今回、先端的な原子力
研究と学習に取り組んでいる町としての評価
によって、全国40数ヶ所から講演希望があっ
た中で、ただ一つ大洗町を選んでいただき、
念願である講演会が実現できたことは誠に光
栄なことでありまして、子供たちが大いなる
夢を抱けるようなお話しを伺うことが出来た
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　平成19年度茨城県学校保健・学校安全研究
大会において、夏海小学校が健康推進学校の
最優秀賞を受賞しました。
　健康推進学校最優秀賞は、健康推進活動を
積極的に展開している県内の小学校から1校の
みが認定される名誉ある賞です。夏海小学校
の健康活動への熱心な取組や、家庭・地域と
の連携が認められました。

平成19年度茨城県健康推進学校
最優秀賞　夏海小学校

　「第57回社会を明るくする運動」作文コンテストの表彰式が2月13日、
役場庁舎内にて行われました。県内6,349点（小学校1,069点、中学校
5,280点）の応募のなか、大洗町より3名が優秀賞を受賞しました。
優秀賞（中学生の部）
茨城県教育長賞　桑又　千明さん　第一中学校3年「家族との時間」
優秀賞（小学生の部）
茨城県更生保護女性連盟会長賞　立花　佳代子さん　磯浜小学校5年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「元気パワーがいっぱい」
優良賞（小学生の部）
水戸保護観察所長賞　丸山　理沙さん　磯浜小学校5年
　　　　　　　　　　　　　　　　　「あいさつは心をつなげるよ」

「第57回社会を明るくする運動」作文コンテスト
大洗町より3名が受賞！

祝町小「第1回しおかぜマラソン大会」

町の文化財を守るために

　2月7日、祝町小学校で「第1回しおかぜマラソン
大会」が開催されました。
　従来、校舎周辺道路のコースで実施していました
が、当校の校歌にちなんで今年度より「水辺プラザ」
にコースを変更しました。
　当日は天候にも恵まれ、多くの保護者の応援の元、
子ども達はさわやかなしおかぜを受けながら、それ
ぞれの学年に応じた距離を参加児童全員が完走しま
した。

　1月25日（金）、西福寺において、第54回文化財防火デー
が開かれました。この文化財防火デーは、町の史跡や神社
仏閣などの貴重な文化財を、火災や震災から守るために、
毎年この時期に行っています。
　当日は、60人が集まり、消防本部・署や消防団本部、第
2分団による放水訓練や、西福寺関係者によるバケツリレー
や消火器の取扱い訓練などが行われました。
　参加者からは、「今後も継続して訓練し、地域の大切な歴
史を後世に残していきたい。」などの声が聞かれました。
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石
いしかわ

川　茉
ま な

奈ちゃん（左）・莉
り な

奈ちゃん
（角一２区の１　３歳・１歳）
お父さん　博久　　お母さん　明美
「姉妹、仲良く育ってね！」

小
こまつざき

松崎　爽
そ ら

空くん
（永町16区の３　１歳）
お父さん　海　　お母さん　早希
「爽

そ ら

空名前そのもの！」

第17回

　水戸市から引っ越して10年を迎える、神山町にお住まい
の細谷さんご家族をご紹介します。
Q：大洗に移住されたきっかけは何ですか？
A：長男が小学校に入学するのを機に、妻の実家に越してき
ました。
Q：大洗のどこに魅力を感じましたか？
A：町がとても身近に感じられます。施策や行政サービスの
きめ細かさ、特に、教育面では他の市町村にない施策が感
じられます。例えば、わくわく科学館でのサイエンススクー
ルや中学校の教科教室型教育などです。また、いつも広々
　とした海が見ることができる自然環境に魅力を感じています。
Q：大洗で一番好きな場所はどこですか？
A：大洗南中学校脇の見晴台からの海辺の景色がとても大好
きで、毎年初日の出をここで見ています。また、海岸線の
散歩も素晴らしいものがあります。
Q：町に関係した取り組み活動等はありますか？
A：子ども会活動や学校のスポーツ活動に参加しています。
スポーツ環境に恵まれているので、体力作りに力を入れて
いきたいです。
Q：町に対する要望はありますか？
A：子どもたちが豊に育つことができるような施策に期待し
ております。また、この魅力ある大洗町にたくさんの人
が住んでもらえるよう
に、町外さらには県外
に向けてPRをしてい
ただきたいと思います
し、住環境整備、賑わ
い創出、働ける場の誘
致にも力を入れていた
だきたいと思います。

「私が惚れこむ大洗」

大洗ライフスタイル

■大洗が好きで、大洗に定住した方に大洗のどこが
好きになったのかお伺いするコーナーです。

「子どもたちが豊かに育つ町へ！」

４　
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の
北
側
に
位
置
し
ま

す
。
周
囲
は
宅
地
化
さ
れ
本
来
の

形
が
大
き
く
変
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
墳
丘
に
は
灌か

ん
ぼ
く木
が
茂
っ
て
い

る
た
め
、
現
在
は
っ
き
り
し
た
古

墳
の
形
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
１
９
７
０
年
代
に
行
わ
れ
た

測
量
調
査
や
遺
跡
分
布
調
査
で
は

円
墳
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
規
模
は

径
23
ｍ
と
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
４

７
年
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
撮
影
し
た

航
空
写
真
、
１
９
６
０
年
に
国
土

地
理
院
が
撮
影
し
た
写
真
な
ど
を

参
考
に
す
る
と
、
古
墳
の
規
模
は

想
定
さ
れ
た
23
ｍ
よ
り
も
大
き
く

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
古
墳

の
時
期
は
不
明
で
す
が
、
１
９
７

０
年
の
調
査
の
際
に
は
、
古
墳
群

中
で
最
も
新
し
い
古
墳
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

分
布
調
査
の
際
、
埴
輪
ら
し
き

も
の
が
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
「
ら
し
き
も
の
」
が
埴
輪
と
す

れ
ば
、
埴
輪
が
伴
い
ま
す
。
し
か

し
、
埴
輪
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
の

で
す
。
昭
和
20
年
代
頃
ま
で
出
産
は

各
家
庭
で
行
わ
れ
、
産
後
の
後あ

と
ざ
ん産

に

伴
う
胎た

い
ば
ん盤
な
ど
を
「
エ
ナ
壺つ
ぼ

」
と
い

う
素
焼
の
壺
に
い
れ
、
土
中
に
埋
め

る
風
習
が
存
在
し
た
の
で
す
。
１
９

４
８
年
に
水
戸
一
高
の
生
徒
数
名
が

こ
の
古
墳
を
訪
れ
、
土
器
・
埴
輪
と

思
っ
て
採
集
し
た
と
の
記
録
を
残
し

て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
埴
輪
を

伴
う
か
否
か
の
結
論
は
先
送
り
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
（
国
士
舘
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

博
幸
）

古
墳
の
歴
史

大
洗
町
の

歴
史
を

見
つ

め

て

⑭

姫塚古墳
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第二保育所
きりん組
縄跳び大会

『みんなでがんばりました』

ファイトー!!
がんばるぞ～!!

優勝
目指して!

今日の目標を
決めて…

加藤宗一選

庭
先
に
日
毎
色
増
す
葉
牡
丹
の
移
植
終
り
て
心
足
ら
え
り

　

祝
町
三
区　
　

桐
原　

す
み

〔
評
〕
白
・
黄
・
紅
と
色
を
み
せ
、
正
月
に
喜
ば
れ
る
花
。
し
っ

か
り
と
手
堅
く
詠
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
い
い
。

手
を
か
り
ず
今
日
は
三
歩
も
歩
み
し
と
涙
見
せ
た
る
リ
ハ

ビ
リ
の
兄

　

成
田　
　

木
野
内
清
太
郎

〔
評
〕
更
正
の
甲
斐
あ
っ
て
そ
の
兆
の
見
え
る
兄
へ
の
思
い
が

し
み
じ
み
と
表
れ
て
い
る
。

宿し
ゅ
く
あ痾
持
つ
八
十
五
年
を
生
か
さ
れ
て
歌
詠
む
幸
の
初
日
拝お

ろ
がむ

　

祝
町
十
区　
　

佐
藤　
　

毅

〔
評
〕「
宿
痾
」と
は
持
病
を
い
う
。齢
老
い
て
な
お
心
は
若
く
、

初
日
を
仰
ぐ
と
い
う
の
だ
。

バ
ス
停
に
暫
ら
く
待
て
ば
黄も

み
じ葉

ふ
る
並
木
の
向
う
に
バ
ス

あ
ら
は
れ
る

　

永
町
六
区　
　

鬼
澤
の
ぶ
子

〔
評
〕
情
景
が
よ
く
見
え
て
く
る
歌
で
あ
る
。
特
に
「
バ
ス
あ

ら
は
れ
る
」
が
よ
い
。

久
々
に
夫
と
二
人
の
初は

つ
も
う詣
で
賑
わ
え
る
中
よ
き
人
に
会
う

　

寺
釜
九
区　
　

三
村　

佳
江

〔
評
〕
新
春
の
宮
詣
で
で
は
清
々
し
い
。
結
句
の
「
よ
き
人
に

会
う
」
は
新
し
い
発
見
で
あ
る
。

し
が
ら
み
を
解
く
術す

べ

も
た
ぬ
紫
陽
花
の
幸
の
容

か
た
ち
か
円ま

ど

か
に

枯
る
る

　

永
町
十
六　
　

身
内　

ゆ
み

〔
評
〕
ま
と
い
つ
く
も
の
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
ろ
う

花
。
こ
れ
を
心
象
で
捉
え
た
と
こ
ろ
が
よ
い
。

デ
イ
ケ
ア
ー
セ
ン
タ
ー
の
ひ
と
日
心
地
よ
く
甘
え
な
が
ら

に
緑
茶
い
た
だ
く

　

新
町
二
区　
　

高
崎
夫
佐
江

〔
評
〕在
宅
老
人
に
と
っ
て
は
大
変
都
合
の
よ
い
施
設
で
あ
る
。

緑
茶
ま
で
所
望
す
る
こ
と
が
出
来
て
。

柚
子
の
湯
の
立
ち
く
る
香
り
す
が
す
が
と
眠
る
ひ
と
夜よ

の

夢
に
落
ち
ゆ
く

　

永
町
四
区　
　

川
上　

ひ
さ

〔
評
〕
冬
至
の
日
、
風
邪
の
予
防
に
と
も
言
わ
れ
る
柚
子
湯
。

心
身
共
に
安
ら
い
で
眠
り
に
入
る
の
だ
。

四
十
年
前
に
わ
れ
の
興お

こ

し
し
菓
子
の
店
な
ほ
守
り
つ
つ
夜

も
励
み
ぬ

　

桜
道
五
区　
　

猿
田
彦
太
郎

〔
評
〕
最
近
の
商
店
街
は
閉
店
が
早
い
。
苦
労
を
重
ね
た
作
者

の
客
へ
の
思
い
遣
り
の
あ
る
作
品
。

木
蓮
の
霜
置
く
枝
に
朝
日
差
し
冬
ざ
れ
の
庭
し
ば
し
華
や
ぐ

　

新
町
六
区　
　

関
根　

秀
子

〔
評
〕
冬
に
な
っ
て
荒
れ
進
ん
だ
庭
に
し
ば
し
の
華
や
ぎ
が
あ

る
と
い
う
歌
。
佳
作
。

日
に
燒
け
て
金
砂
銀
砂
の
熱
か
り
し
遠
き
日
の
足あ

し
う
ら裏
の
感

触
は
い
ま
も

　

永
町
二
区　
　

田
山　

り
ゑ

〔
評
〕
炎
天
下
の
砂
原
は
人
を
寄
せ
つ
け
な
い
ま
で
に
熱
い
。

遠
い
昔
に
還
っ
て
の
思
い
出
。

あ
ら
た
ま
の
ひ
と
日
が
今
し
明
け
ん
と
す
向
か
い
の
屋
根

を
赤
々
と
染
め
て

　

南
清
水
一
区　
　

広
木　

チ
イ

〔
評
〕「
新あ

ら
た
ま玉
」と
は「
日
」「
春
」に
か
か
る
枕
こ
と
ば
で
あ
る
。

新
春
の
朝
を
詠
ん
だ
歌
と
し
て
い
た
だ
く
。

雨
止
み
て
真
珠
の
ご
と
き
輝
き
は
梅
の
小
枝
に
宿
れ
る
雫

　

永
町
七
区　
　

秋
山
ま
さ
子

〔
評
〕
雨
が
止
み
日
が
差
し
始
め
た
と
き
、
梅
の
雫
は
真
珠
の

様
な
光
を
放
っ
て
い
る
と
い
う
。
よ
く
見
て
い
る
。

造
園
の
松
の
姿
は
す
っ
き
り
と
剪
定
さ
れ
て
初
春
を
待
つ

　

新
町
十
区　
　

打
田　

照
子

〔
評
〕
松
は
大
和
の
国
の
美
の
象
徴
、
長
寿
、
節
操
の
現
れ
と

す
る
。
新
春
を
待
つ
一
首
と
し
て
鑑
賞
出
来
る
。

メ
モ
に
と
り
や
っ
と
覚
え
た
さ
よ
う
な
ら
成
田
の
言
葉
「
ア

ン
ニ
ョ
ン
チ
ム
ヨ
セ
」

　

永
町
六
区　
　

笹
目　

孝
子

〔
評
〕
外
来
語
は
解
せ
な
い
と
し
て
も
、
一
首
の
中
に
漂
ふ
何

と
も
言
え
な
い
雰
囲
気
が
よ
い
。

幼
き
日
濁だ

み
ご
え声

あ
げ
て
泣
く
孫
の
晴
着
姿
の
春
を
迎
う
る

　

寺
釜
八
区　
　

小
野
瀬
保
子

〔
評
〕
想
い
起
せ
ば
多
く
の
家
庭
に
頷
け
る
こ
と
だ
。
一
面
お

も
し
ろ
さ
を
滲
ま
せ
て
い
る
。

磨
き
た
る
玻は

り

ど

璃
戸
透
し
て
新
し
き
年
の
始
め
の
陽ひ

か
り光
入
り

く
る

　

蔵
前
三
区　
　

鴨
川　
　

靖

〔
評
〕
み
が
き
上
げ
た
ガ
ラ
ス
窓
を
す
か
し
て
新
春
の
光
が
、

と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
が
よ
い
。

棚
雲
を
裂
き
さ
し
出
づ
る
初
日
の
出
黄こ

が
ね金
ま
ば
ゆ
く
四よ

も方

を
照
ら
せ
り

堀
野　

満
穂

〔
評
〕
初
日
の
出
ほ
ど
清
浄
な
眩
い
光
は
な
い
。
大
洗
の
陸く

が

こ

と
ご
と
く
を
照
ら
し
だ
す
の
だ
。

●●大洗町芸術文化祭短歌会●●
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ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる

ち

きゅ
うにやさしい

み
どりをまもる

※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。

自分のエネルギー必要量を出してみましょう自分のエネルギー必要量を出してみましょう自分のエネルギー必要量を出してみましょう
お元
気で
すか
？　保健

師です

お元
気で
すか
？　保健

師です
健康
づく
りコー

ナー

健康
づく
りコー

ナー

　昨年３月、アクアワールド・大洗に和歌山県か
らはるばる仲間入りしたバンドウイルカの２頭
は、この１年大きな病気やケガもすることなく、
他のイルカ達と仲良く毎日を過ごしてきました。
　今までは、名前もなく番号で呼ばれていました
が、ようやく今年の１月１日、「シェル」と「ミ
ント」という素晴らしい名前が付きました。好奇
心旺盛な「シェル」と、臆病だけど頑張り屋の
「ミント」。今年のゴールデンウィークのオー
シャンライブデビューに向けて、種目もたくさん
覚えました。お腹を上にしてプールを一周した
り、水面に浮いたボールをトレーナーに返すこと
もできるようになりましたし、ダイナミックな弓
形ジャンプももちろんマスターしました。
　まだまだ、どの種目も先輩イルカの様に上手に
は出来ませんが、少しづつ成長している2頭が、
ライブに出演する事を皆さん楽しみにしていてく
ださいね。

新入りイルカ奮闘記 ： Part2

「イルカ編 Vol.10」

　　　　　　

基礎代謝量とは？
　人はじっとしていても、呼吸や体温調節のためにカロ
リーを消費しています。生命の維持の最低必要量です。

例）160㎝の50代男性で身体活動レベルふつうⅡの場合、
　　基礎代謝量1139Kcal×1.75＝1993Kcal
　となり、この男性は、一日約1993Kcalを食べ物で
とっていれば、現在のBMIが20.7というちょうどよい
体重を保てますが、これ以上のKcalを毎日少量でも食
べれば、徐々に太り続け、少しでも減らせば、徐々に
やせるという訳です。現在、BMIが25以上の方（BMI
は22が一番病気になる率が低い）は、これで算出した
Kcalで、食べ物を摂っていくと、現状維持になります
ので、まず今の体重の５％減を目標にすると、ぐんと
メタボの入り口から、離れられるはずです。体重１㎏
につき腹囲も約１㎝減で、メタボの大もととみられる
内臓脂肪もかなり減り、血圧や血糖値、中性脂肪値な
どの改善にも効果はでるはずです。

1日の基礎代謝量＝現在の体重×基礎代謝基準値

❶まず、１日の基礎代謝量を求めます。

❷つぎに、身体活動レベルにより、
　エネルギー必要量を計算します。

基礎代謝基準値は年齢により異なります。（下表）

例）160㎝の50代男性の場合、
　　体重53㎏×21.5＝1139Kcal

18～29歳

30～49歳

50～69歳

70歳～

24.0

22.3

21.5

21.5

23.6

21.7

20.7

20.7

年　齢 男 女

身体活動レベル

低いⅠ生活の大部分が座位で、静的な活動が中心

ふつうⅡ座位中心の生活だが、職場内での移動
や立位での作業、接客などあるいは通勤、買い物、
家事、軽いスポーツなどのいずれかを含む場合

高いⅢ移動や立位の多い仕事の従事者、あるいはス
ポーツなどの余暇に活発な運動習慣を持っている場合

70歳以上

1.70

1.50

1.30

18～69歳

2.00

1.75

1.50

エネルギー必要量（kcal）＝１日の基礎代謝量×
身体活動レベル
身体活動レベルの値は年齢により異なります。（右上表）


